
工事事故防止行動計画
ニュースレター 10号

2019.10.25

静岡県交通基盤部建設支援局工事検査課 0 5 4 - 2 2 1 - 3 6 5 2

工事事故「０」を目指して

【事故の概要】
●県道側溝工事での側溝設置のための床掘作業現場
●市水道課配管図により引込管の概ねの位置は把握できたが深さの情報はなかった。

●ハザードマップは作成していたものの現場に掲示せず、埋設管の位置情報も現場に明示しなかったため、作
業員は民地仕切弁位置から引込管位置を想定して作業を行っていた。
●事故発生までは試掘せず仕切弁位置を参考に砂巻立が無いか確認しながらバックホウで深さ0.6ｍ程度の
床掘を進めてきたが、それまでは引込管は出なかった。

●事故時も引込管は出ないと思い込み床掘作業を行い、作業途中で、現場代理人とバックホウの手元確認作
業員が、別作業で不在になったため、一時、作業を中断した。

●バックホウオペレータが作業を少しでも早く進めたいと思い、現場代理人や手元確認作業員が戻る前に床掘
を再開したところ、引込管がこれまでより浅い0.4ｍの位置で砂巻立がない状態で出現し、破損してしまった。

令和元年8月27日事故発生
【被害】
・断水４.７ｈ 家屋１戸
・工事中断 ８日間
・公衆損害で 「減点」

現場状況

引込管埋設状況

令和元年９月３０日までで「死亡事故ゼロ」１２９１日を達成しました！

交通基盤部
土木工事

事故発生件数

事故
分類

工事関係
者（傷害）

第三者
（傷害）

第三者
（物損）

工事事故
合計 令和元年

９月末現在
（前年同期）件数 ０件（１） ０件（０） １５件（１６） １５件（１７）

引込管の位置は、およそ把握して
いたが、深さは６０ｃｍ以上あると思
い込んでいた。（実際は、４０ｃｍ）

試掘により、深さも
確認すべきだった。

工事個所

現場代理人と
監督員が立会

現場代理人、手元確認作業員が

戻るまで、掘削作業を待っている
べきだった。



埋設物の確認

　占用物件
　（既知）

水道管等
本管埋設

　　　　不法占用物件
　　　　　（未知）

①<道路等占用物件の確認＞ ③埋設物管理者との協議 ②＜不法占用物件の確認＞

●占用者（市町、警察等） ●管理者（市町、個人等）

位置図等 ④施工位置と埋設位置の確認 位置図等

位置図で施工位置に埋設物が無
くても図面通り埋設されていない
ものや図面に示されていないもの
が多くあることから、
不確実な場合には必ず施工位置
での試掘を行うこと
一部の埋設管の現位置と位置図
との整合は、他全ての埋設管の
現位置と位置図との整合を保証
するものではなく、試掘を省略す
る根拠にはならない

現場立会 ⑤施工位置の試掘等 現場立会

試掘で得た埋設物位置情報等は
関係者全員で共有すると共に本
施工までに消失しないよう現場に
確実に明示しておく

⑥本施工

本ニュースレターの事案の事前確認手順を上記フローで確認すると
⑤の対応を行わなかったため、事故につながった

埋設物付近の立木や支障物の除去時
根が埋設物に絡まっていたり支障物が近接して
いたりする場合があるため
除去前に埋設物の試掘調査を行うこと

＜再発防止策＞

【本事故の再発防止策】
①埋設管等の情報は、資料確認だけでなく、現地に明示し誰もが分かるようにし、人力で
の試掘を行う。
②あらゆるリスクに対してのハザードマップを作成すると共に、現場への掲示、KY活動等
により作業員に周知徹底する。
③重機作業は、現場代理人が監督できる状態にある場合にのみ行う。
④手元確認作業員により、土質・埋設管の状態を注視する。

●占用物件
　○水道（市・町、組合）
　○工業用水（企業局）
　○信号ケーブル等（警察）
　○電線（中電）
　○通信線（NTT等）

●関係者への確認
　○市町等への確認
　○住民等への確認（引込管等）
●現場確認
　○空気弁、量水器等の確認

試掘は細心の注意のもとで行う
埋設物の種類、位置、規格、構
造等を目視により確認し、管理者
等に報告
不明管出現時は作業を中断して
監督員への報告相談と共に想定
関係機関に照会する

道路等施工（掘削、杭打等）時の埋設物事故防止のための埋設物確認フロー（Ver.3）
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